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そうだ
そうだ

そうだそうだ

（4/25　東京・日比谷）

T
P
P
反
対!

国
民
の
為
に
な
ら
な
い
ぞ
!

反
対
だ
!

　
広
島
県
酪
農
政
治
連
盟（
藤
岡
辰
彦
委
員

長
）は
、
日
本
酪
農
政
治
連
盟
と
と
も
に
、

「
T
P
P
を
考
え
る
国
民
会
議
」が
行
っ
た

T
P
P
参
加
阻
止
集
会
に
加
わ
り
行
動
し

た
。
広
島
県
酪
農
政
治
連
盟
か
ら
は
、
藤
岡

辰
彦
委
員
長
、
櫻
木
茂
夫
事
務
局
長（
広
酪
）

が
参
加
し
た
。

　
併
せ
て
、
JA
全
中
が
行
う
「
T
P
P
か
ら

日
本
の
食
と
暮
ら
し
・
い
の
ち
を
守
り
政
府

の
『
交
渉
参
加
表
明
』を
阻
止
す
る
国
民
集

会
」に
も
参
加
し
、
こ
れ
に
は
広
酪
か
ら
隅

屋
寒
三
専
務（
広
酪
）も
参
加
。
会
場
の
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
に
は
約
四
千
人
が
結
集
し
、

T
P
P
反
対
を
訴
え
た
。

　
大
会
は
、
四
月
三
十
日
の
訪
米
に
あ
た
り

野
田
首
相
の
交
渉
参
加
表
明
を
絶
対
阻
止

す
る
ぞ
と
の
強
い
思
い
と
熱
気
に
包
ま
れ

た
。

　
全
国
か
ら
参
加
し
た
酪
農
関
係
者
、
生
産

者
、
消
費
者
、
自
治
体
の
首
長
ら
は
、
豊
か

な
国
土
の
維
持
な
ど
の
国
益
を
守
り
、
食
・

命
・
暮
ら
し
を
守
る
観
点
か
ら
T
P
P
の
危

険
性
を
指
摘
し
、
更
に
、
九
つ
の
政
党
の
代

表
も
参
加
し
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
姿
勢

を
示
し
た
。

○
今
月
の
表
紙

▼
今
回
の
表
紙
は
、
ヘ
イ
テ
ッ
ダ
に
よ
る

乾
草
反
転
作
業
の
様
子
を
撮
影
し
た
。

▼
毎
年
五
月
五
日（
子
供
の
日
）、
庄
原
市

の
七
塚
原
で
は
写
生
大
会
が
開
か
れ
て
い

る
。

▼
今
回
は
、
第
四
十
五
回
目
を
数
え
る
大

会
で
あ
っ
た
。

▼
老
若
男
女
六
十
名
が
参
加
し
、
そ
の
風

景
の
中
キ
ャ
ン
バ
ス
に
様
々
な
色
を
重
ね

ら
れ
て
い
た
。

▼
昨
年
は
菜
の
花
、
山
ツ
ツ
ジ
も
見
頃
の

満
開
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
既
に
こ
の
時

期
は
過
ぎ
去
っ
て
い
た
。

▼
新
緑
に
包
ま
れ
る
七
塚
牧
場
で
は
、
イ

タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
が
刈
り
取
ら
れ
、

収
穫
作
業
が
始
ま
っ
て
い
た
。

▼
自
給
飼
料
確
保
の
た
め
、
酪
農
家
に
お

い
て
も
繁
忙
の
こ
と
と
想
い
を
重
ね
、
良

質
な
乾
草
を
多
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
願
い

を
込
め
た
。

▼
加
え
て
、
昨
年
、
農
業
労
務
作
業
中
の

残
念
な
事
故
が
発
生
し
た
が
、
今
年
は
充

分
気
を
つ
け
て
戴
き
、
災
害
ゼ
ロ
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
た
。

そうだそうだそう
だ

そう
だ
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萬
歳
　
章
　
全
中
会
長
挨
拶

■
参
加
阻
止
の
た
め
全
力
を
尽
く
す

　
わ
が
国
の
国
土
は
、
米
国
・
豪
州
に
比
べ

て
格
段
の
条
件
格
差
が
あ
る
。
ま
た
、
漁
業

に
お
い
て
も
重
油
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
地

域
経
済
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
。
日
本

が
食
料
を
輸
入
す
れ
ば
九
億
の
飢
餓
人
口
が

更
に
拡
大
し
、
食
の
安
全
性
も
脅
か
さ
れ
る

事
と
な
る
。
医
療
は
格
差
が
広
が
り
、
地
域

医
療
は
深
刻
な
事
態
を
招
く
。
今
は
、
大
震

災
の
復
興
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
政
府
が

交
渉
参
加
を
断
念
し
な
い
限
り
危
機
感
は
収

ま
ら
な
い
。
参
加
を
阻
止
す
る
ま
で
運
動
に

全
力
を
挙
げ
る
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

鈴
木
　
宣
弘
　
東
大
教
授

■
政
治
を
動
か
し
国
民
を
救
う
の
は

　
国
民
の
力
!!

　
生
協
連
や
全
国
農
協
青
年
協
議
会
、
大
学

教
授
や
著
名
人
な
ど
八
名
が
、
T
P
P
反
対

を
訴
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。
そ
の
う

ち
鈴
木
宜
弘
教
授（
東
京
大
学
大
学
院
）は
、

「
T
P
P
推
進
論
は
嘘
で
塗
り
固
め
ら
れ
、

格
差
社
会
の
拡
大
で
あ
る
。
失
う
も
の
が
最

大
で
、
得
ら
れ
る
も
の
は
最
少
で
史
上
最
悪

の
選
択
肢
で
あ
る
。
政
治
を
動
か
し
国
民
を

救
う
の
は
国
民
の
力
で
あ
る
。
T
P
P
阻
止

に
総
力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

強
く
訴
え
た
。

■
参
加
議
員
政
党
別
挨
拶

　
九
つ
の
政
党
か
ら
T
P
P
反
対
を
訴
え
る

国
会
議
員
ら
が
参
加
。
自
民
党
の
大
島
理
森

議
員
は
、「
党
と
し
て
聖
域
な
き
関
税
撤
廃

の
T
P
P
交
渉
参
加
に
反
対
だ
」と
声
を
張

り
上
げ
た
。

T
P
P
か
ら
日
本
の
食
と
暮
ら
し
・
い
の
ち
を
守
り

「
交
渉
参
加
表
明
」を
阻
止
す
る
国
民
集
会

STOP
TPP

広島

■
集
会
ア
ピ
ー
ル
採
択

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
経
済
的
な
豊

か
さ
を
追
求
し
、
経
済
大
国
と
し
て
の

地
位
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
行
き
す
ぎ
た
自
由

化
や
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
地
方
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
な
り
、
雇
用
は
不
安

定
化
し
、
食
料
自
給
率
は
四
十
％
を
割

り
込
む
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
に

よ
り
、
食
の
安
全
供
給
や
安
全
性
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ

る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
野

田
総
理
は
、
T
P
P（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）交
渉
参
加
に
突
き
進
も
う
と
し
て
い

ま
す
。
総
理
、
あ
な
た
は
こ
の
国
の
未

来
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

総
理
自
ら
が
「
世
界
に
誇
れ
る
医
療
制

度
」、「
日
本
の
伝
統
文
化
」、「
美
し
い

農
村
」を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
こ
と
を
。

　
ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
守
る

の
か
の
説
明
な
く
し
て
、
国
民
的
議
論

な
ど
で
き
よ
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
、
国
民
合
意
な
く
、
T
P
P

交
渉
参
加
の
表
明
を
す
る
と
な
れ
ば
、

国
民
へ
の
背
信
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
の
願
い
は
、
充
実
し
た
医
療

制
度
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の

人
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
こ
と
、
食

の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
安
心

な
食
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
、
地
域
経

済
を
守
る
こ
と
で
、
雇
用
の
安
全
を
図

る
こ
と
、
国
家
の
礎
で
あ
る
農
林
水
産

業
を
復
権
す
る
こ
と
で
、
自
給
率
を
向

上
さ
せ
、
食
料
主
権
を
確
立
す
る
こ
と

で
す
。

　
あ
の
日
か
ら
一
年
あ
ま
り
、
改
め
て
、

今
な
す
べ
き
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
支
え
合
う
、

真
に
豊
か
な
社
会
の
あ
り
方
を
、
大
震

災
を
経
験
し
た
わ
が
国
か
ら
世
界
に
向

け
て
発
信
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　
わ
が
国
の
形
を
一
変
さ
せ
る
T
P
P

交
渉
へ
の
参
加
は
、
そ
う
し
た
私
た
ち

の
願
い
と
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
断

固
と
し
て
反
対
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、

日
本
の
食
と
暮
ら
し
・
い
の
ち
を
守
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
国
民
各
層
と
の
広

範
な
連
携
の
も
と
、
全
国
各
地
で
徹
底

し
た
行
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
決

意
し
、
こ
こ
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
五
日

T
P
P
か
ら
日
本
の
食
と
暮
ら
し
・
い

の
ち
を
守
り
「
交
渉
参
加
表
明
」を
阻
止

す
る
国
民
集
会
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全
国
の
畜
産
・
酪
農
関
係
団
体
で
つ
く
る

「
日
本
の
畜
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、
T
P
P

断
固
反
対
全
国
畜
産
集
会
を
東
京
都
内
で
開

い
た
。
全
三
十
四
団
体
、五
百
人
が
出
席
し
、

T
P
P
反
対
の
特
別
決
議
を
採
択
し
た
。

　
今
回
の
T
P
P
反
対
活
動
は
、
野
田
首
相

の
訪
米
を
前
に
「
JA
全
中
の
国
民
集
会
」と

「
T
P
P
を
考
え
る
国
民
会
議
」が
中
心
と

な
っ
て
、
大
規
模
な
反
対
活
動
を
行
い
、
関

心
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
こ
れ
に
は
、
音
と
光
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
五
感
に
響
く
効
果
的
な
活
動
を

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
広
く
国
民
に
知
ら
せ
る

と
言
っ
た
工
夫
が
あ
っ
た
。

　
広
酪
で
は
、
昨
年
の
通
常
総
会
で
の

T
P
P
反
対
の
特
別
議
決
に
加
え
て
、
地
区

懇
談
会
等
で
の
多
く
の
組
合
員
か
ら
積
極
的

な
反
対
活
動
へ
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
引
き

続
き
、
時
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
国

政
を
に
ら
み
な
が
ら
、
広
島
県
酪
農
政
治
連

盟
と
共
に
積
極
的
に
活
動
に
あ
た
っ
て
行
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

T
P
P
断
固
反
対
全
国
畜
産
集
会

▼
昨
今
、
交
通
事
故
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。
通
学
途
中
の
児

童
の
列
に
無
免
許
運
転
・
居
眠
り
で
追

突
。
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
で
七
名
が

死
亡
。
後
者
は
道
路
運
送
法
で
作
成
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
運
行
指
示
書
が
バ
ス

の
運
転
手
に
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
法

令
違
反
等
が
多
数
発
覚
し
、
国
民
か
ら

厳
し
い
視
線
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

▼
と
り
わ
け
後
者
は
「
低
価
格
」を
「
売
り

言
葉
」に
、
顧
客
確
保
の
た
め
コ
ス
ト

削
減
を
名
目
に
無
理
な
運
航
計
画
が
常

態
化
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。「
コ
ス
ト
を
下
げ
る
」意
味
合
い

が
、
無
駄
な
も
の
か
ど
う
か
を
し
っ
か

り
と
吟
味
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
結
果

と
し
て
利
益
主
義
に
陥
り
、
顧
客
が
求

め
る
ニ
ー
ズ
に
反
し
て
、
安
全
・
安
心

を
無
視
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
の
代
償

は
大
き
い
も
の
と
な
る
。
し
か
も
そ
の

代
償
は
、
い
ち
会
社
に
留
ま
る
こ
と
な

く
、
善
良
な
バ
ス
会
社
に
も
波
及
し
、

大
き
な
社
会
問
題
と
化
す
。

▼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
「
法
令
遵
守
」

に
限
る
も
の
で
は
な
く
、「
社
会
へ
の

期
待
に
応
え
る
た
め
の
も
の
」、「
不
祥

事
か
ら
生
命
・
健
康
・
家
族
を
守
る
も

の
」と
し
て
組
織
活
動
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

▼
一
方
、
食
の
安
全
・
安
心
は
、
国
民
の

大
部
分
は
「
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
」と

の
認
識
に
あ
り
、
加
え
て
食
品
の
低
価

格
化
が
求
め
ら
れ
る
様
相
に
あ
る
。
生

乳
生
産
分
野
に
お
い
て
は
、
安
全
・
安

心
へ
の
対
応
や
苦
労
、
気
遣
い
が
店
頭

の
牛
乳
価
格
に
順
当
に
反
映
さ
れ
な
い

構
図
に
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
消
費
者
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

理
解
を
示
し
、
コ
ス
ト
を
反
映
し
た
値

上
げ
に
理
解
が
示
さ
れ
れ
ば
と
も
思
う

が
、「
消
費
者
あ
っ
て
の
生
乳
生
産
」、

「
低
価
格
思
考
」は
今
後
も
続
く
も
の
と

思
う
。
こ
れ
に
は
、
酪
農
家
、
関
係
者

が
「
語
り
部
」と
し
て
日
頃
の
努
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
う
。

▼
今
回
の
バ
ス
事
故
に
よ
る
法
令
違
反
か

ら
、
農
畜
産
物
の
生
産
に
お
い
て
は
、

消
費
者
の
健
康
を
意
識
し
、
こ
れ
が
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
法
令
遵
守
の
励
行
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
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お中元・贈答品に !!
手造りアイスをぜひどうぞ !

2,500円（税込）

2,500円（税込）
2,500円（税込）

2,500円（税込）

★手造りアイスの種類は、HARUおすすめアイスが入ります。

Aセット

Bセット
Cセット

Dセット
通常 を

通常 を

通常 を

通常 を

組合員価格

組合員価格

組合員価格

組合員価格

　
わ
が
国
は
、
農
山
漁
村
に
住
む
多
く
の

人
々
が
、
伝
統
文
化
を
継
承
し
土
地
を
守

り
、
安
全
・
安
心
な
食
料
を
供
給
し
て
い

る
。
こ
れ
が
「
日
本
」と
い
う
国
の
形
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
T
P
P
は
、
関
税
撤

廃
の
例
外
措
置
を
認
め
な
い
完
全
な
貿
易

自
由
化
を
目
指
し
た
交
渉
で
あ
る
。
締
結

す
れ
ば
輸
入
急
増
に
よ
り
日
本
農
業
は
壊

滅
的
打
撃
を
受
け
、関
連
産
業
は
崩
壊
し
、

地
方
の
雇
用
が
失
わ
れ
、
美
し
い
農
村
も

消
滅
す
る
。
こ
れ
で
は
国
民
の
圧
倒
的
多

数
が
望
む
食
料
自
給
率
の
向
上
は
到
底
不

可
能
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
畜
産
は
農
業
の
中
で
も
生

産
額
の
三
分
の
一
を
占
め
る
重
要
な
産
業

で
あ
り
、関
連
産
業
も
幅
広
い
。
加
え
て
、

耕
種
と
も
連
携
す
る
な
ど
、
日
本
農
業
全

体
の
発
展
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
産
業

で
あ
り
、
畜
産
の
崩
壊
は
農
業
の
崩
壊
を

も
意
味
す
る
。

　
ま
た
、
T
P
P
は
関
税
撤
廃
の
み
な
ら

ず
、
非
関
税
障
壁
と
し
て
、
輸
入
食
品
・

医
療
品
の
安
全
性
の
確
保
・
公
共
事
業
の

入
札
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
等

の
労
働
市
場
の
開
放
を
俎そ

上
に
の
せ
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
国
民
生
活
の
安

定
を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、「
日
本
」と
い

う
国
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
の
畜
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
国
に
対
し
て
、
T
P
P
交
渉
に
参

加
す
る
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
。

　
ま
た
、
野
田
総
理
の
五
月
訪
米
時
、
日

米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
国
民
的
議
論
も

合
意
も
な
い
状
況
下
で
、
万
が
一
に
も

「
T
P
P
交
渉
参
加
表
明
」を
行
う
こ
と
が

な
い
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

以
上
決
議
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
五
日

T
P
P
断
固
反
対
全
国
畜
産
集
会

T
P
P
断
固
反
対
全
国
畜
産
集
会
　
特
別
決
議


